
検討の体制及び進め方、スケジュールについて（案） 

 

１．検討の体制及び進め方 

・検討テーマごとに、専門的な知識や実務経験を有する委員による検討グループを設置。 
・検討グループで議論を積み上げ、計画評価部会でとりまとめを行ったうえで、審議会

で審議を行う。 

【検討グループメンバー】 

（１）「住宅ストックの流通促進」検討グループ（計 10名） 

清水 陽子 関西学院大学総合政策学部 教授 

杉本 雅子 兵庫県建築士会 理事 

砂原 庸介 神戸大学大学院法学研究科 教授 

髙野 正浩 兵庫県宅地建物取引業協会 常任理事 

判治 裕介 弁護士 

檜谷 美恵子 京都府立大学生命環境科学研究科 教授 

平山 洋介 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 教授 

和田 真理子 兵庫県立大学政策科学研究所 准教授 

加茂 みどり 大阪ガス(株)エネルギー･文化研究所 主席研究員 

山鹿 久木 関西学院大学経済学部 教授 

   (敬称略)  

（２）「住宅ストックを活用したセーフティネットの確保」検討グループ（計７名） 

佐藤 由美 奈良県立大学地域創造学部 教授 

髙野 正浩 兵庫県宅地建物取引業協会 常任理事 

日埜 昭子 NPO法人福祉ネットワーク西須磨だんらん 理事長 

檜谷 美恵子 京都府立大学生命環境科学研究科 教授 

平山 洋介 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 教授 

前田 崇博   大阪城南女子短期大学人間福祉学科 教授 

山鹿 久木 関西学院大学経済学部 教授 

   (敬称略)  

２．すまい審議会での検討スケジュール（予定） 

 

 令和元年度 令和２年度 

検討グループ（各２回程度）   

計画評価部会 （２回程度）   

すまい審議会 （２回程度） ◎       ◎ 
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